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1 「ダロウ」には「だろ」「だろう」「でしょ」「でしょう」「やろ」「やろう」などの変異形態があるが、
本研究では、「ダロウ」をこれらの形態の代表形とする。 


































































































証拠性 観察・推定 ようだ・らしい・(し)そうだ 
伝聞 （する）そうだ 
③ 説明のモダリティ のだ・わけだ 















































                                                     












































































































第 4 章では、JP による自然会話データを利用し、場面によって差があるかどうかを見る
ために、初対面同士の会話と親しい者同士の会話を分けて用法別・形態別に「ダロウ」の使
用状況を考察する。 















































第 2章 先行研究 
 本章の 2.1ではこれまでの「ダロウ」の基本的な意味に関する先行研究を概観し、本研究
の立場を述べる。2.2 では自然会話における「ダロウ」の用法に関する先行研究を概観し、


























   「火葬許可を取ったら、そのまま火葬場へ運ぶように言ってました。気持ちとしては 
大谷の家まで連れて帰ってやりたいんでしょうが、あの娘ひとりでは無理でしょう」 
「いったいきみはいつから文恵を知っているんだ」          （奥田 1984） 
（6）「おう、どうした。」と父はいう。 




    「うむ、めずらしく今夜はひまができたからね。」 
    「ひまができたときには、あそぶ方がいそがしいだろう。」 







表 3 推量説の「ダロウ」の用法分類 
研究 分類 
奥田（1984） おしはかりの文 念おし的なたずねる文 たんなる念おしの文 
田野村（1990） 単純推量 推量確認要求 事実確認要求 
蓮沼（1993） 推量 推量確認 共通認識の喚起 
































  ［用法１］      ［用法 2］      ［用法 3］       /… 
     
 （プロトタイプ） 
   （図中の“      ”は「拡張」、“      ”は「具体化」を表す） 
 



















「推量」 「命題確認の要求」    「知識確認の要求」 
 











からである。                            






























































 ［推量］         ［命題確認の要求］       ［知識確認の要求］ 
 || 
（プロトタイプ） 




寧さの加わった質問」と 3 分類している。それぞれの定義と例文は次の表 5 にまとめられ
る。 
 



















               













































推量    命題確認の要求   知識確認の要求  不定推量  弱い質問  丁寧さの加わった質問
||                      || 
（プロトタイプ）                   （プロトタイプ） 
 
 

































































































 (8) F12:後、ほら、東京も意外といろいろのものがあるでしょう↑  (張 2010：52) 
(9) F19:軽井沢のあそこに行きたいってゆったでしょう↑           (同上) 






 (11)  F15:年もそんなに変わんない？ 
     F16：十歳違うんです 





利用したデータは前述したように 50 代、60 代女性同士のみの会話で、「ダロウ」の使用傾
























（12）一時間も前に出発したから、もう今頃はうちに着いて［     ］。 
 
［1いる 2いそうだ 3いるようだ ４いるだろう 5いるそうだ 6いるらしい 7 
 いるかもしれない 8いるのだ ９いるみたいだ］      （大島 1993：102） 
（13）妻（夫に）「あら！あなた、ひざから血が出て［    ］けど、どうしたの。」 
 
［1いる 2いそうだ 3いるようだ ４いるだろう 5いるそうだ 6いるらしい 7 
  いるかもしれない 8いるのだ ９いるみたいだ］            （同上） 
 
 佐々木・川口（1994）は小学生から大学生までの JP（各学年 40名）と中上級の日本語学





                                                     









 伊集院・高橋（2004）は CNと JPによる日本語作文コーパスを利用し、文末に現れたモダ
リティを分析している。その結果、CNは JPより対話性が強く、読み手に働きかける機能を
もつ「行為系のモダリティ（「勧誘」・「行為要求」）」、「評価のモダリティ」、「伝達態度のモ











表 6 JPと CNの日本語作文の疑問文の形式 
 JP CN 
聞き手情報依存（非ダロウカ疑問文） 8 38 
聞き手情報非依存（ダロウカ疑問文） 37 7 
計 45 45 
                       （伊集院・高橋（2006:83）による） 
 





 野崎・岩崎（2013）は中上級の CN20名（日本語能力試験 1級 9名、2級 11名）と JP20名
による日本語作文に使用された「思う系」の思考動詞（思う/思われる、考える/考えられる
など）と「賛成だ/支持する/反対する」といった立場表明、推量を表す「ダロウ」、疑問文
                                                     
12 佐々木・川口（1994）の調査対象の中で CNは半分以上を占めている。 
13 CNと JPによる日本語作文の文数はそれぞれ 790と 715である（伊集院・高橋（2004:88）による）。 
21 
 






















































































































 手順 2：抽出した「ダロウ」文をエクセルに入力しデータ化する。 
 
表 8 『名大』における初対面同士の 5会話の参加者情報 
会話 参加者（年代、出身地） 関係 
data062 M024(20代前半、岐阜県）/M006（20代前半、岡山県） 初対面 
data063 F122(20代前半、福井県)/M006（20代前半、岡山県） 初対面 
data007 F011(40代後半、大阪府)/F089(30代後半、大阪市) 初対面 
data054 F087(20代前半、神奈川県）/F074(20代後半、神奈川県） 初対面 
data064 F122(20代前半、福井県)/F078(20代後半、兵庫県) 初対面 
                                 （F:女性  M:男性） 
 
表 9 『名大』における親しい 2者間の 80会話の参加者情報 
会話 参加者（年代、出身地） 関係 
data002 M034(20代後半、東京)/F004(20代後半、兵庫県) 恋人同士 
data003 F033(20代後半、愛知県)/F056(20代前半、愛知県) 大学院の同級生 
data004 M018(20代前半、愛知県)/F128(20代前半、愛知県) 友人 
data011 F149(20歳、愛知県)/F069(21歳、三重県) 大学の同級生 
data016 F028(20代後半、大阪府)/F004(20代後半、兵庫県) 大学院の同級生 
data017 F152(30代前半、静岡県)/F088(30代前半、東京都) 大学院の同級生 
data018 F011(40代後半、大阪府)/F098(60代前半、岡山県) 同僚 
data019 F125（20代前半、愛知県）/F060(20代前半、愛知県) 大学の同級生 
data020 F115(20代前半、名古屋市)/F008(20代前半、愛知県） 友人 
data021 F029（20代後半、東京都）/F004(20代後半、兵庫県) アルバイト仲間 
data022 F090(20代後半、名古屋市)/F004(20代後半、兵庫県) 高校の同級生 
data026 F021(20代前半、静岡県)/F155(20代前半、岐阜県) 大学時代の友人 
data030 F126(60代前半、東京都)/F044(90代前半、横浜市) 隣人同士 
data031 F080(60代後半、東京都)/F002(60代後半、兵庫県) 友人同士 
data032 F002(60代後半、兵庫県)/F066(60代前半、鹿児島県) 友人 
data033 F002(60代後半、兵庫県)/F082(60代前半、福岡県) 友人 
data034 F148(40代後半、千葉県)/F144(40代後半、千葉県) 日舞の稽古友達 
25 
 
data036 F098(60代前半、岡山県)/F132(60代前半、東京都) 大学院の同級生 
data038 F025(30代前半、熊本県)/F020(90代前半、東京都) 祖母と孫 
data039 F025(30代前半、熊本県)/F020(91)代前半、東京都) 祖母と孫 
data041 F091(30代前半、仙台市)/F004(20代後半、兵庫県) 友人 
data042 F093(20代後半、岐阜県)/F097(50代前半、岐阜県) 母と娘 
data044 F037(20代前半、山口県)/F057(30代前半、愛知県) 大学院の同級生 
data045 F036(30代前半、名古屋市)/F057(30代前半、愛知県) 中学校の同級生 
data046 F001(20代前半、山梨県)/M033(20代前半、山梨県) 高校の同級生 
data047 F009(30代後半、愛知県)/F152(30代前半、愛知県) 友人 
data048 M021(40代前半、東京都）/F099（40代後半、愛知県） 夫婦 
data049 F093(20代後半、岐阜県)/F123(20代後半、岐阜県) 友人 
data050 F039(30代前半、兵庫県)/F050(20代後半、岐阜県) 大学の同級生 
data052 F004(20代後半、兵庫県)/F005(20代後半、名古屋市) 大学院の同級生 
data053 F049(30代前半、大分県)/F120(30代前半、東京都) サークル仲間 
data055 F052(40代前半、岐阜県)/F142(40代前半、兵庫県) 大学院時代の友人 
data058 F081(30代前半、大阪府)/F040(40代前半、愛知県) 同僚 
data059 F145(50代前半、山形県)/F071(30代後半、東京都) 隣人同士 
data061 F040(40代前半、名古屋市)/F050(20代後半、岐阜県) 同僚 
data065 F114(10代後半、神奈川県)/F147(10代後半、神奈川県) 大学の同級生 
data066 F137(20代前半、茨城県)/F114(10代後半、神奈川県) 大学の友人 
data067 F045(20代前半、千葉県)/F160(20代後半、埼玉県) アルバイトの友人 
data068 F160(20代後半、埼玉県)/F119(20代後半、東京都) 大学院の同級生 
data069 F095(20代前半、東京都)/F058(10代後半、千葉県) 大学の同級生 
data070 F103(20代前半、宮崎県)/F038(10代後半、福岡県) 大学の同級生 
data071 F161(20代前半、東京都)/F062(20代前半、東京都) 大学の同級生 
data072 F046(10代後半、千葉県)/F086(10代後半、群馬県) 大学の同級生 
data073 F072(20代前半、静岡県)/F151(20代前半、静岡県) 大学の同級生 
data075 F001(20代前半、山梨県）/M033（20代前半、山梨県） 恋人同士 
data077 F092(20代前半、愛知県)/F073(10代後半、岐阜市) 短大の同級生 
data079 F121(30代前半、愛知県)/F057(30代前半、愛知県) 会社の元同僚 
data080 F093(20代後半、岐阜県)/F101(20代後半、愛知県) 友人 
data082 F031(20代後半、三重県)/F004(20代後半、兵庫県) 大学の同級生 
data085 F043(10代後半、愛知県)/F059(50代前半、愛知県) 母と娘 
data087 M023(20代前半、愛知県)/F128(20代前半、愛知県) 高校からの友人 
data088 F021(20代前半、静岡県)/F015(20代前半、静岡県) F021は F015の姉 
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data090 F011(40代後半、大阪府)/M003(40代後半、大阪府) 夫婦 
data091 F140(20代前半、香川県)/F024(20代前半、愛知県) 大学院の同級生 
data092 M034(20代後半、東京都)/F004(20代後半、兵庫県) 恋人同士 
data094 F104(20代後半、愛知県)/F004(20代後半、兵庫県) 大学院の友人 
data095 M034(20代後半、東京都）/M030（20代後半、京都市） 大学院の同級生 
data098 F037(20代前半、山口県)/F128(20代前半、愛知県) 大学院の同級生 
data099 F037(20代前半、山口県)/F067(30代後半、京都府) 大学院の同級生 
data100 F024(20代前半、愛知県)/F140(20代前半、香川県) 大学院の同級生 
data101 F057(30代前半、愛知県)/F093(20代後半、岐阜県) 大学院の同級生 
data102 F156(10代後半、福井県)/F143(20代前半、岐阜県) 大学の友人 
data104 F10616(10代前半、名古屋市)/F150(10代前半、名古屋市) 中学校の同級生 
data105 F048(20代前半、沖縄県)/F001(20代前半、山梨県) 大学院の同級生 
data106 F030(20代後半、愛知県)/F152(30代前半、静岡県) 大学院の同級生 
data107 F111(30代前半、東京都)/F152(30代前半、静岡県) （記入なし）17 
data110 F153(30代後半、愛知県)/F130(30代後半、長崎市) 友人 
data111 M016(40代前半、大阪市)/F130(30代後半、長崎市) 友人 
data112 F109(30代後半、滋賀県)/F130(30代後半、長崎市) 大学時代の同級生 
data116 M013(20代後半、福岡県）/M011（20代後半、名古屋市） 大学の同級生 
data117 F051(20代後半、群馬県)/F131(20代後半、岐阜県) 大学院の同級生 
data119 M036(10代後半、名古屋市）/M035(10代後半、名古屋市） 高校の同級生 
data120 F162(20代後半、名古屋市)/F026(20代後半、静岡市) 高校時代の同級生 
data122 F118(50代後半、福島県)/F054(30代前半、北海道) 親子 
data123 F141(20代前半、東京都)/F064(20代前半、青森県) 大学院の同級生 
data124 M007(20代後半、北海道）/M019(20代後半、北海道） 友人 
data125 F134(20代前半、北海道)/F112(10代後半、北海道) 専門学校の同級生 
data126 M032(20代後半、北海道)/F135(20代後半、北海道) 大学院の同級生 
data127 F110(20代前半、北海道)/F136(20代前半、北海道) 学部時代の友人 
data129 F007(50代後半、東京都)/F003(80代後半、栃木県) 母と娘 
（F:女性  M:男性） 
3.2.1.2 『I-JAS』 
 『I-JAS』は 12 言語の異なる母語を持つ海外の日本語学習者、および日本国内の教室環
境・自然環境の日本語学習者の発話データと作文データを横断的に収集し、収録したコーパ











として学んでいる CN(35 名)と調査実施者(日本人女性)との「対話（I）」、JP（35 名）と調
査実施者(日本人女性)との「対話（I）」を利用することとした。理由は、表 10に示してい
るように、「対話（I）」の形式、場面、内容、時間がある程度統一されており、CN と JP の
「ダロウ」の使用状況を比較的見るのにふさわしいと思われるからである。 
 
表 10 『I-JAS』における「対話（I）」の概要 

















                             （迫田（2016）による作成） 
 
迫田（2016）によると、調査協力者としての 50 名の CN（第一次データの中の 15 名、第
二次データの中の 35名）はいずれも中国国内の上海某大学において日本語を専門として学
んでおり、次の表 11に示しているように J-CAT（Japanese Computerized Adaptive Test） 












同じ文中の空欄にひらがな 1文字を書き取るというテストである（楊・酒井・小林 2012:1）。 
調査協力者としての 50 名の JP（第一次データの中の 15 名、第二次データの中の 35 名）
はいずれも「日本在住の日本語母語話者」「バイリンガルではない」「日本語教育に携わった
ことがない」といった条件を満たす日本語母語話者である。50 名の JP の属性を表 12 にま
とめた。 
本研究では調査実施者が使用している「ダロウ」は対象とせず、50 名の調査協力者とし





 手順 2：抽出した「ダロウ」文をエクセルに入力しデータ化する。 
 
表 11 『I-JAS』の「対話（I）」20の参加者としての CNの属性 
ID 性別 年齢 J-CAT/40021 SPOT/9022 データセット 
CCM01 男性 19 299 81 第二次データ 
CCM02 女性 19 218 76 第二次データ 
CCM03 女性 21 251 78 第二次データ 
CCM04 女性 22 267 79 第二次データ 
CCM05 未回答 21 259 80 第二次データ 
CCM06 女性 21 167 74 第二次データ 
CCM07 女性 20 185 65 第一次データ 
CCM08 男性 22 235 75 第二次データ 
CCM10 女性 19 235 76 第一次データ 
CCM11 女性 23 268 79 第二次データ 
CCM12 男性 22 213 66 第二次データ 
CCM13 女性 20 216 77 第二次データ 
CCM14 女性 21 175 63 第一次データ 
CCM15 女性 22 285 84 第二次データ 
CCM16 男性 23 223 75 第一次データ 
CCM17 女性 20 210 68 第二次データ 
                                                     
20 会話の参加者は初対面の CNと調査実施者(日本人女性)である。 
21 李（2015:79）では J-CATの得点を 100点以下は初級、101～250は中級、251～350は上級、351以上は
日本語母語話者に相当すると解釈している。 




CCM18 女性 21 189 67 第一次データ 
CCM19 男性  260 78 第二次データ 
CCM20 男性 22 256 79 第二次データ 
CCM22 女性 20 274 85 第二次データ 
CCM23 女性 23 190 65 第一次データ 
CCM24 女性 21 257 78 第二次データ 
CCM25 女性 24 253 68 第二次データ 
CCM27 女性 20 259 76 第一次データ 
CCM28 女性 19 199 68 第一次データ 
CCM29 女性 21 229 67 第一次データ 
CCM30 男性 22 271 83 第二次データ 
CCM31 女性 21 215 73 第一次データ 
CCM32 女性 21 250 78 第二次データ 
CCM33 女性 22 288 80 第二次データ 
CCM34 女性 21 253 74 第一次データ 
CCM35 女性 21 320 83 第二次データ 
CCM36 女性 21 192 75 第二次データ 
CCM37 女性 21 190 69 第一次データ 
CCM39 女性 20 184 59 第二次データ 
CCM40 未回答 22 252 83 第二次データ 
CCM41 女性 22 251 74 第二次データ 
CCM42 男性 23 200 65 第二次データ 
CCM43 男性 21 207 80 第二次データ 
CCM44 女性 21 181 76 第二次データ 
CCM45 女性 21 193 67 第一次データ 
CCM46 男性 20 202 73 第一次データ 
CCM47 男性 21 239 78 第二次データ 
CCM48 男性 22 235 73 第二次データ 
CCM49 女性 21 247 73 第二次データ 
CCM50 女性 21 310 84 第二次データ 
CCM51 女性 20 354 90 第二次データ 
CCM52 女性 21 229 71 第一次データ 
CCM53 男性 23 103 59 第二次データ 
CCM54 女性 21 300 83 第二次データ 




表 12 『I-JAS』の「対話（I）」23における JPの属性 
ID 性別 年齢 12歳までに住んでいた所（年数） データセット 
JJJ01 男 24 東京都(12年) 第一次データ 
JJJ02 女 50 東京都(12年) 第二次データ 
JJJ03 男 27 鳥取県(12年) 第一次データ 
JJJ04 男 26 群馬県(12年) 第二次データ 
JJJ05 男 31 東京都(6年)アメリカ(6年) 第二次データ 
JJJ06 女 20 長野県(18年) 第二次データ 
JJJ07 女 25 東京都(12年) 第二次データ 
JJJ08 女 27 熊本県(12年) 第二次データ 
JJJ09 女 46 東京都(12年) 第一次データ 
JJJ10 女 39 東京都(12年) 第一次データ 
JJJ11 女 20 東京都(20年) 第一次データ 
JJJ12 男 39 兵庫県(12年) 第一次データ 
JJJ13 男 29 福島県(12年) 第二次データ 
JJJ14 女 22 東京都(2年)山梨県(10年) 第一次データ 
JJJ15 女 20 神奈川県(10年)東京都(2年) 第一次データ 
JJJ16 女 38 東京都(12年) 第二次データ 
JJJ17 女 41 東京都(12年) 第一次データ 
JJJ18 女 39 岐阜県(4年)、三重県(6年)、東京都(2年) 第二次データ 
JJJ19 女 32 東京都(12年) 第二次データ 
JJJ20 女 21 記入なし 第二次データ 
JJJ21 女 21 千葉県(1年)、広島県(2年)、山口県(12年) 第二次データ 
JJJ23 女 43 神奈川県(12年) 第二次データ 




JJJ25 男 24 兵庫県(12年) 第二次データ 
JJJ26 男 36 長野県(12年) 第一次データ 
JJJ27 男 24 埼玉県(12年) 第二次データ 
JJJ28 男 23 新潟県(1年)東京都(11年) 第二次データ 
JJJ29 女 32 東京都(12年) 第二次データ 
JJJ30 女 35 高知県(12年) 第一次データ 
                                                     
23 会話の参加者は JP と初対面の調査実施者(日本人女性)である。 
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JJJ31 女 45 東京都(12年) 第二次データ 
JJJ32 女 49 神奈川県(5年)東京都(7年) 第二次データ 
JJJ33 女 49 東京都(12年) 第二次データ 
JJJ35 男 35 東京都(12年) 第一次データ 
JJJ36 男 42 東京都(6年）神奈川県(6年) 第二次データ 
JJJ37 男 42 神奈川県(12年)  第一次データ 
JJJ39 女 29 埼玉県(12年) 第二次データ 
JJJ43 女 39 広島県(12年) 第二次データ 
JJJ44 男 27 答えたくない／答えられない 第二次データ 
JJJ45 男 30 長野県(12年) 第二次データ 
JJJ46 女 38 石川県(9年)富山県(3年) 第二次データ 
JJJ47 女 53 東京都(12年) 第二次データ 
JJJ48 男 46 東京都(12年) 第二次データ 
JJJ49 男 55 秋田(7年) 第二次データ 
JJJ50 男 53 岐阜県(6年) 第一次データ 
JJJ51 男 24 京都(12年) 第二次データ 
JJJ52 女 22 神奈川県(1年)新潟県(11年) 第二次データ 
JJJ54 男 45 北海道(3年)千葉(15年) 第二次データ 
JJJ55 男 41 埼玉県(12年) 第二次データ 
JJJ56 男 40 東京都(5年)静岡県(7年) 第二次データ 
JJJ57 女 43 東京都(12年) 第一次データ 
                      （「日本語母語話者の FS一覧」による作成） 
 
3.2.1.3 友人同士の CNによる日本語会話と友人同士の JPによる日本語会話 
 友人同士の会話では、CNが「ダロウ」をどのように使用しているのかについて明らかに
するために、実際の会話を収集した。本研究では 2017年 3月に中国華北地区の 6つの大
学において日本語を専門として学んでおり、日本留学経験がない N1を取得した CN20名




 手順② 協力者に調査の概要を説明し、調査同意書と協力者情報表を記入してもらう。 






 手順④ 協力者からの指示をもらい、録音を開始する。 
手順⑤ 15分程度で会話を終了させる。 
協力者としての 20名の CNの具体的な属性は表 13にまとめた。 
表 13 友人同士会話参加者の CNの属性 
会話 会話参加者(年代） 録音日時 
会話 1 CNF01(20代前半）/CNF02(20代前半） 2017年 3月 9日 
会話 2 CNF03(20代前半）/CNF04(20代前半） 2017年 3月 9日 
会話 3 CNF05(20代前半）/CNF06(20代前半） 2017年 3月 9日 
会話 4 CNF07(20代前半）/CNF08(20代前半） 2017年 3月 9日 
会話 5 CNF09(20代前半）/CNF10(20代前半） 2017年 3月 10日 
会話 6 CNM01(20代前半）/CNM02(20代前半） 2017年 3月 10日 
会話 7 CNM03(20代前半）/CNM04(20代前半） 2017年 3月 14日 
会話 8 CNM05(20代前半）/CNM06(20代前半） 2017年 3月 17日 
会話 9 CNM07(20代前半）/CNM08(20代前半） 2017年 3月 21日 
会話 10 CNM09(20代前半）/CNM10(20代前半） 2017年 3月 26日 
                                        （F:女性  M:男性） 
比較して見るために、本研究では 2017 年 1 月～2 月の間に、同様な手順で日本北陸地区
に在学中の大学生の JP20名（女性 10名、男性 10名）を対象とし、友人関係の同性 2名を
ペアに、会話データを収集した。 
協力者としての 20名の JPの具体的な属性は表 14にまとめた。 
表 14 友人同士会話参加者の JPの属性 
会話 会話参加者(年齢、出身地） 録音日時 
会話 11 JPF01(20 代前半、石川県）/JPF02(20 代前半、富山県） 2017年 1月 19日 
会話 12 JPF03(20 代前半、愛知県）/JPF04(20 代前半、長野県） 2017年 1月 23日 
会話 13 JPF05(10 代後半、石川県）/JPF06(10 代後半、長野県） 2017年 1月 31日 
会話 14 JPF07(10 代後半、石川県）/JPF08(10 代後半、石川県） 2017年 2月 1日 
会話 15 JPF09(20 代前半、石川県）/JPF10(20 代前半、石川県） 2017年 2月 2日 
会話 16 JPM01(20 代前半、滋賀県）/JPM02(20 代前半、静岡県） 2017年 2月 3日 
会話 17 JPM03(10 代後半、愛知県）/JPM04(10 代後半、秋田県） 2017年 2月 6日 
会話 18 JPM05(10 代後半、石川県）/JPM06(10 代後半、石川県） 2017年 2月 6日 
会話 19 JPM07(10 代後半、石川県）/JPM08(10 代後半、兵庫県） 2017年 2月 9日 
会話 20 JPM09(10 代後半、石川県）/JPM10(10 代後半、石川県） 2017年 2月 9日 





































「 」 直接引用 
『 』 書名、映画名、ドラマ名 
                       （迫田(2016:170-173)を参考にして作成） 
 












































                                                     
24 但し、T04と T05の出身校が同じである。 
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表 17 中国人日本語教師の属性 
ID 性別 年齢 教授歴 日本留学期間 調査日時 
T01 男性 51 23年 1年 2017年 3月 13日 
T02 女性 30 3年 0 2017年 3月 13日 
T03 女性 40 17年 1年 2017年 3月 17日 
T04 女性 38 10年 1年 2017年 3月 17日 
T05 女性 30 5年 1年半 2017年 3月 22日 
T06 女性 31 6年 2年 2017年 3月 22日 
T07 女性 43 20年 1年 2017年 3月 28日 
T08 女性 31 5年 1年 2017年 3月 28日 
 
インタビュー調査は 1対 1の半構造化インタビューの形で行われ、質問項目は次の表 18
のとおりである。 
 








































 (14)  F099：でも、手とか冷えているよ、触ってみて。 
     M021：ほんと。 









(15)  F045：ウケる。＜笑い＞ 
F160：＊＊＊でしょ。                                       (『名大』067) 
 (16)  M035：Ｂさん、顔でしょうとか言いそう。 
       M036：やっぱ男は顔でしょうって言ったら、ぶん殴ってやろうかと。 
 (『名大』119) 
 (17)  M032：そら、安いのはマウンテンだろうがロードだろうが、そ、それなりの＊＊。 
F135：え、どういう、何。                   (『名大』126) 
（18） F093：あのー、あれでしょう、あのー、 














































第 4章 場面別に見た JPによる自然会話における 
「ダロウ」の使用状況 
 この章では、『名大』に収録されている初対面同士 2者間の 5会話と親しい者同士（家族







4.1 初対面 JP同士の自然会話における「ダロウ」の使用状況 
 第 3章で述べた手順によって、『名大』に収録されている初対面同士 2者間の 5会話から
73例の「ダロウ」文を収集した。次の例(19)、例(20)のような引用表現と共起している 20
例を除外し、残りの 53例を 4.1.1では用法別に、4.1.2では形態別に見ていく。 
 
 (19) F122：うーん。車もよう下りんだろうなーっていうのはありますね、確かに。 





4.1.1 用法別に見た初対面 JP同士の自然会話における「ダロウ」の使用状況 
 初対面 JP 同士の会話で使用されている 53 例の「ダロウ」を 3.2.2 で提示している分類
基準によって分類し、3.2.3 で提示している分類認定を通し、次の表 20 と図 7 のよう結果
を得た。 
表 20 初対面 JP同士の自然会話における「ダロウ」の用法分布 



















   






(命題：命題確認の要求、知識：知識確認の要求、念押し：念押し確認用法、不定：不定推量    
弱い：弱い質問、丁寧：丁寧さの加わった質問） 
図 7 初対面 JP同士の自然会話における「ダロウ」の用法分布 
 
4.1.2 形態別に見た初対面 JP同士の自然会話における「ダロウ」の使用状況 






4.1.2.1 初対面 JP同士の自然会話における「だろ(う)」の使用状況 




表 21 初対面 JP同士の自然会話における「だろ(う)」の使用状況 
  推量 命題 知識 念押し 不定 弱い 小計 





                                                     
25 「だろう」と「だろ」という 2形態を指す。 









推量 命題 知識 念押し 不定 弱い 丁寧
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表 22 初対面 JP同士の自然会話における「単純/複合だろ(う)」の使用状況 
 単純だろ(う) 複合だろ(う) 小計 
推量 0 4 4 
不定推量 10 0 10 
 




表 23 対面 JP同士の自然会話における「推量」の「複合だろ(う)」の共起形式 
共起形式 ね けど し から 小計 
使用数 1 1 1 1 4 
 
 (21)  F089：女の子の方が好き。やりやすい。まじめですね。女の子の方が。うん。 
     F011：まあね。そうだろうね。基本的にね。 




F122：あー、そうなんやー。                 （『名大』063） 




    M006：すごい不自然。                    （『名大』062） 




F078：ないですよね。                     （『名大』064） 
 
 初対面 JP 同士の自然会話における「不定推量」の「単純だろ(う)」の使用例は下の例
(25)(26)のようである。 
 (25)  F087：じゃ、しょ、初級は２つで、（うん、１と２）１で「みんなの日本語」１を 









                                                     （『名大』054） 
 (26) F078：えーでも、私京大行ったときに、（うん）そんなきれいな建物じゃなくて、 
入ったときにどこが部屋かわからなくて、倉庫かなって思ってるところを 
開けたら教室だったとかっていう感じで。 
       F122：えー、そうなんですかー。何だろう。 
       F078：ええ。何か、何学部がちょっと覚えてないですけど、古ーい建物だったんで 
ー。                                                 （『名大』064） 
 
4.1.2.2 初対面 JP同士の自然会話における「でしょ(う)」の使用状況 





表 24 初対面 JP同士の自然会話における「でしょ(う)」の使用状況 
 推量 命題 知識 念押し 不定 弱い 丁寧 小計 





表 25 初対面 JP同士の自然会話における「単純/複合でしょ(う)」の使用状況 
  単純でしょ(う) 複合でしょ(う) 小計 
推量 8 19 27 
命題 2 0 2 
知識 3 0 3 
念押し 2 0 2 
不定 1 0 1 
弱い 0 3 3 











(27)  M024：金払っても無理でしょうね、あれ、たぶん。金払ったらできるんですかね。 
M006：たぶん、いや、無理、でしょう、一般人は。 
M024：んー、たとえ映画撮影といっても無理。        （『名大』062） 
  (28)  F011：何年アメリカにおられました。 





        F089：もう帰ってこないと思ってたみたいです。 
        F011：あっ、そうですか。＜笑い＞                          （『名大』007） 
 




表 26 初対面 JP同士の自然会話における「推量」の「複合でしょ(う)」の共起形式 
共起形式 ね けど 小計 
複合でしょ(う) 17 2 19 
 
 (29) M024：ああじゃ、オリジナルっていう本は存在するんですか、それは。竹取物語 
にしても＊＊＊。 
M006：んー、たぶんあるんでしょうねー。何か、あの、グリムあたりの話とか。 
                             （『名大』062） 
 (30) F089：はーっ、そうですか。じゃ、考え方が根本的に違うんですねー。 
    F011：まあね。そうやね。（＊＊＊っていう）うん。まあ、それはいろいろでしょ 
うけど。その中でも、そのほか【た】、みんながみんな同じじゃないでしょ 
うけど。でもまあいろいろそういうふうなこう、あの、（ですねー）考え方 
はいろいろあるみたいなんで。（うん）           (『名大』007) 
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  次に「命題確認の要求」の「でしょ(う)」である。下の例(31)は初対面 JP同士の自然会
話における「命題確認の要求」の「でしょ(う)」の使用例である。 
 
















  (33)  F089：みんな、いい人ですね、ここ。 
        F011：いい人でしょう。 









   F087：湘南っていうとなんかでもかっこいい感じが。 




























次の表 27と図 8のような結果を得た。 
 












推量 0 4(12.9) 8(25.8) 19(61.3) 31(100) 
命題 0 0 2(100) 0 2(100) 
知識 0 0 3(100) 0 3(100) 
念押し 0 0 2(100) 0 2(100) 
不定 10(90.9) 0 1(9.1) 0 11(100) 
弱い 0 0 0 3(100) 3(100) 
丁寧 0 0 1(100) 0 1(100) 
 









図 8 初対面 JP同士の自然会話における「ダロウ」の各用法の使用形態 
 
4.2 親しい JP同士の自然会話における「ダロウ」の使用状況 
 4.1 で初対面 JP 同士の自然会話で使用されている「ダロウ」を用法別・形態別に考察し
た。この節では、親しい JP同士の自然会話で使用されている「ダロウ」を同様に用法別・
形態別に分析し、さらに 4.1 で明らかにした初対面 JP 同士の自然会話における「ダロウ」
の使用状況を比較的に分析し、差があるかどうかを見ていく。 
 
4.2.1 用法別に見た親しい JP同士の自然会話における「ダロウ」の使用状況 
 『名大』から取り出した親しい JP同士の 80会話には 2784例の「ダロウ」文が使用され
ているが、命題内容が不明な 30例、引用表現やぼかし表現と共起する 165例、固定文型と
しての 3 例、「あれ」と共起する 30 例、認定不可な 7 例28を除外し、残った 2549 例の「ダ
ロウ」文を考察対象とした。2549 例の「ダロウ」文を同様に 3.2.2 で提示している分類基
準によって分類し、3.2.3 で提示している分類認定を通し、次の表 28 と図 9 のような結果
を得た。 
















推量 命題 知識 念押し 不定 弱い 丁寧
単純だろ(う) 複合だろ(う) 単純でしょ(う) 複合でしょ(う)
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表 28 親しい JP同士の自然会話における「ダロウ」の用法分布 




















図 9 親しい JP同士の自然会話における「ダロウ」の用法分布 
 
4.2.2 形態別に見た親しい JP同士の自然会話における「ダロウ」の使用状況 






4.2.2.1 親しい JP同士の自然会話における「だろ(う)」の使用状況 





表 29 親しい JP同士の自然会話における「だろ(う)」の使用状況 



































て見ると、次の表 30と図 11のような結果が得られた。 
 
表 30 親しい JP同士の自然会話における「単純/複合だろ(う)」の使用状況 
 単純だろ(う)（％） 複合だろ(う)（％） 小計 
推量 23(10.7) 192(89.3) 215(100) 
命題 10(100) 0 10(100) 
知識 70(92.1) 6(7.9) 76(100) 
念押し 3(100) 0 3(100) 
不定 212(63.9) 120(36.1) 332(100) 
弱い 93(56.7) 71(43.3) 164(100) 





























なくて、投書なの？                                （『名大』104） 
 (38)  M023：Ｆ姉、でもいいね、こんだけ休みが取れる仕事って。 
        F128：うん、無理矢理だろう、それは。年末年始の休みにー、（うん）その前の 
週のその、その 
M023：休みを使って＊＊＊。                              （『名大』087） 
 






表 31 親しい JP同士の自然会話における「推量」の「複合だろ(う)」の共起形式 
共起形式 ね けど し な から に 
だろ(う) 80 68 22 17 4 1 
 
(39)  M011：でも宇宙葬とかありそうじゃない。 
   M013：あ、あるだろうね。（うん）ふーん。       (『名大』116) 
 (40) F128：んー何かさ、さー目立って変わるようなことはないけどー、でもね、ア 
       クセントとかね、うちらすごいイントネーション変なんだよ。気づかな 
いだろうけど。 
M018：本人どうしだと気づかない気がする。                   (『名大』004) 
 (41)  F111：そうそう、だから、うちが、で、ゴールデンウイークとか、きっと混むだ 
ろうしー、 
F152：うんうんうんうん。そうだよね。                       (『名大』107) 
(42)  M035：やってほしいよ。 
M036：でも、やめるって言い出したやつは、結局おるだろうな。（おるだろう 
な）Ｆ２とかってどうなるのかな。                    (『名大』119) 
  (43)  F137：だれが？その人？（うん）えっとねー、うん、聞いたことない、それは。
（ふーん）たぶんいたらいた、いたーとか言うだろうから、（うーん）いな  
かったと思うよ。                                     (『名大』066) 













  (45)  M036：でもさあ、お前個人的にこれを姉ちゃんが聞いたらって思うと、やだろ。 
        M035：ああ、いいよ、べつに。                               (『名大』119) 
 





(46)  F115：知ったこっちゃねーやって、パンダに負けて、くえ、悔しがっとる。 
      F008：悔しい以前の問題だろ、ここまで来ると。         (『名大』046) 
(47)  F001：じゃあ、なんで山梨帰んの？ 
      M033：お前が帰るからだろう？（そう）別に帰らないでもいいなら、帰らねえよ。 
















        F115：やられたー。                                         (『名大』020) 
 




  (50)  M035：あれ、やり方がよくわからんくなったって、できんくなっちゃった。 
        M036：そうそう。わからんかっただろ。 
M035：うん。昔はなんかただで取れた。                       (『名大』119) 
  (51)  F128：ごめん、私もねごめん、お金がない。 
        M023：だろ？ 
        F128：うん。                         (『名大』087) 
 





(52)  F004：そっかー。あ、そりゃ便利だね。（うん）えっ、国際線とかもわかんの？ 
F091：あー、どうだろう。わかんない。わかるかもね。        (『名大』041) 
  (53)  F123：おいしかったよ、こん中だと何がいい？ 
        F093：なんだろう。 






表 32 親しい JP同士の自然会話における「不定推量」の「複合だろ(う)」の共起形式 
共起形式 ね な 小計 
だろ(う) 104 16 120 
 
 (54)  F128：え、いくつぐらいの人？ 
M018：どうなんだろうね、５０、５０、６０くらい。           (『名大』004) 
  (55)  F057：何歳ぐらいの人？ 
        F093：今はね、もうねー、３０、いくつだろうな、４０までは行ってないぐらい 
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か（ふーん）うん、ぐらいだけど。なあ。                (『名大』101) 
 





(56)  F123：＜笑い＞だって、忙しかった、それどころじゃなかった。（ねー）この店、 
何時までだろう。 
        F093：まだ早いよね。                                       (『名大』049) 
 (57)  F057：ねー。ジャスコは何時までなんだろう。 






表 33 親しい JP同士の自然会話における「弱い質問」の「複合だろ(う)」の共起形式 
共起形式 ね な 小計 
だろ(う) 68 3 71 
 
 (58)  F160：でもね、これね、見せるとこれチカチカチカチカなってて、（うん）余計 
どきどきするから、＜笑い＞隠してみた。ね。こんな変な歌も入ってるし。 
F045：何の曲だろうね。 
F160：知らない。                                           (『名大』067) 
  (59)  M011：ただ、時間がないから。 
        M013：時間がなかった。なんであれ時間なかったんだろうな。 
        M011：あれ卒論の、出してすぐ行ったんだよね。               (『名大』116) 
 
4.2.2.2 親しい JP同士の自然会話における「でしょ(う)」の使用状況 








表 34 親しい JP同士の自然会話における「でしょ(う)」の使用状況 



















図 12  親しい JP同士の自然会話における「でしょ(う)」の使用状況 
 
 また、各用法での「でしょ(う)」が「単純でしょ(う)」なのか、「複合でしょ(う)」なの
かを見ると、次の表 35と図 13のような結果が得られた。 
 
表 35 親しい JP同士の自然会話における「単純/複合でしょ(う)」の使用状況 
  単純でしょ(う)(％) 複合でしょ(う) (％) 合計(％) 
推量 128(71.5) 51(28.5) 179(100) 
命題 327(99.7) 1(0.3) 328(100) 
知識 886(99.6) 4(9.4) 890(100) 
念押し 137(100) 0 137(100) 
不定 2(17.6) 10(83.3) 12(100) 
弱い 11(47.8) 12(52.2) 23(100) 
丁寧 7(100) 0 7(100) 

































                                                    （『名大』049） 












表 36 親しい JP同士の自然会話における「推量」の「複合でしょ(う)」の共起形式 
共起形式 ね けど し 合計 
でしょ(う) 31 16 4 51 
 









りやすいってこともあるかもしれん。                  （『名大』036） 














F109：うんうん。                                          （『名大』112） 
 









F004：してるよー。                                         (『名大』031) 
  (66)  F001：本当に私のメール見てないでしょうね。  














M011：うそー。                                            (『名大』116) 
 (68)  M033：品のない言葉、僕、使わないもん。 
        F001：品のないとか。 
        M033：品がないでしょう。 
        F001：あるある。 





 (69)  F020：もう、だから、ほら、四国の、ほら、夏あるでしょうが。（うん）あのと 
きの盆踊りの。 
F025：阿波踊り？ 
F020：うん、阿波踊り。                                    (『名大』038) 
 




 (70)  M034：なんか単純に頑張るかどうかだけの問題じゃないんですか？ 
        M030：いや、そう、そうだよ。そうだよ。 
M034：そうでしょう？ 
M030：そうだよ。                                          (『名大』095) 
  (71)   F099：でも、手とか冷えているよ、触ってみて。 
        M021：ほんと。 
F099：でしょ。 







 (72)  F057：でも F121さん、基礎があるしさー、声がいいからいいよね。 
        F121：いや、どうでしょう。うん、でもね、先生のにも書いてあったけどー、（う 
ん）なんていうのかな、スラーッて通りすぎちゃってー、（うんうん）な 





  (73)  M030：でもエンターテイメントとしてはおもしろいんじゃないかなあ。 
        M034：ふーん。どうなんでしょうね、おもしろいのかな。     (『名大』095) 

















F004：１３号。                                             (『名大』092) 
  (76)  M023：なんや、それ。 
        F128：なんでしょう、これ。チャンチャンチャンチャン、チャンチャンチャンチ 











                                                          (『名大』032) 
 
  最後に、「丁寧さの加わった質問」の「でしょ(う)」である。下の例(78)(79)は親しい JP
同士の自然会話に使用された「丁寧さの加わった質問」の「でしょ(う)」の例である。 
 
  (78)  F057：うん、じゃあ、私で書きます。いいでしょうか？ 
        F093：はい、お願いします。                                (『名大』101) 
  (79)  F115：ねー、ねー１つ言っとこう。 
        F008：はい、何でしょう。 
        F115：絶対これ会話ちゃう。                                 (『名大』020) 
 
4.2.2.3 親しい JP同士の自然会話における「やろ(う)」の使用状況 





表 37 親しい JP同士の自然会話における「やろ(う)」の使用状況 






























表 38 親しい JP同士の自然会話における「単純/複合やろ(う)」の使用状況 
 単純やろ(う)（％） 複合やろ(う) （％） 合計 
推量 13(37.1) 22(62.9) 35(100) 
命題 29(100) 0 29(100) 
知識 65(100) 0 65(100) 
念押し 8(100) 0 8(100) 
不定 12(70.6) 5(29.4) 17(100) 
弱い 14(73.7) 5(26.3) 19(100) 








 (80) F011：Ｃさんから年賀状けえへんねえ。（うん）どうしたんやろ。 
M003：着いてると思うけどな、宛先不明で返ってきてないから。 
F011：元気かな。 
M003：元気やろ。                       （『名大』090） 




F024：たぶんねえ。                                         （『名大』091） 
 
  「推量」の「複合やろ(う)」を見ると、次の表 39に示すように「ね」「な」「けど」と共
起するものが見られる。下の例(82)(83)(84)はそれぞれの使用例である。 
 
表 39 親しい JP同士の自然会話における「推量」の「やろ(う)」の共起形式 
共起形式 ね けど し な から に 合計 




  (82) F140：んー。でもなー、コーヒーよりおっさんのたばこの方がきついよ。あれ、 
なんか合うんやろね、たぶん。（＜笑い＞）たばことコーヒーって。 
     F024：ああ、そうだろうね。               (『名大』100) 
(83) F011：まあね。そやけど、そやけどそのわりにそやって、おお、Ｂみたいなそ 




M003：違うわ。                                        (『名大』090) 
    (84)  F140：もう、でもウェブなんか、ページミルで直でやった方がいいと思うよ。で
も、家でできんのよだね。 
F024：ページミルがなー。入ってないやろな、きっとな。      (『名大』100) 
 




 (85) F069：こたつぶとんみたいなやつやろ？ 
F149：こたつぶとん？違うよ。                               (『名大』011) 
 (86) M016：うん。これは違う、味の調和が違う。随分ちゃうやろ？。 
    F130：あー、そうかな。よくわかんない。          (『名大』111) 
 




(87)  M013：台湾。台、台北ってこの前地震あったやろ。（うんうんうん）あれのなんか 
あったの？影響って、被害っていうか。見た目は。 
M011：なんか橋が落ちてたりしてたじゃん。あれはいつの影響がわからんけどさ。 
（そう）うん。                                         (『名大』116) 
  (88)  F024：(前略) でも、エビとかって生きたまま送られてくるやろ、あのおがくずみ 
たいなのにこうやって。 
F140：はいはいはいはいはいはいはい。 








  (89)  F140：まじで、すげー、かっけー。 
        F024：すごいやろ。 
F140：＜笑い＞かっけー。                                    (『名大』100) 
  (90)  F143：すーごいなー。ちょっと入りすぎだってこれ。＜笑い＞ 
F156：入りすぎやろ。すごいことなっとるよ。               (『名大』102) 
 




(91)  M003：マリエッタはそんなんできひんのか？ 
      F011：うん。 
      M003：ふん。何でやろ。あんなんが普通やとあんま思わねんけど。どっちかゆうと。 
なんぼアメリカでも。                                  (『名大』090) 
(92)  F140：なんかすんごい嫌なの、歯、歯いじられるのって。なんかすごい、なんや 
ろ、アルミはくをかんだ感じの痛みじゃない？ 
F024：生理的にすごいこう、嫌ーな感じの                      (『名大』091) 
 
  5 例の「不定推量」の「複合やろ(う)」を見ると、3 例が「ね」と共起するものであり、
2例が「な」と共起するものである。下の例((93)(94)はそれぞれの使用例である。 
 
  (93)  F098：だから、文科系なのね。 
     F011：うん。でもどんなんやろねえ、なんかアメリカのそんなシステムなんか全然 
わからへんわ。                     (『名大』018) 
  (94)  F008：へー、それはもうとてもむかつきますよ。 
F115：何やろうかなー、何見に行こう？つーかさー、心温まるもの見る？ 










        F093：普通の、ようある小説。田口ランディって人。           (『名大』042) 
  (96)  F011：でもその、その、えっと、正規運賃で乗る人というのはだれなんやろ。＜笑 
い＞ 
        F098：だから、お役人。＜笑い＞今、正規運賃を払ったら、絶対にビジネスクラス 
ぐらいに変えてくれると思うわ、すぐ。んな、いないから。(『名大』018) 
 
  5 例の「弱い質問」の「複合やろ(う)」を見ると、4 例が「ね」と共起するものであり、
1例が「な」と共起するものである。下の例((97)(98)はそれぞれの使用例である。 
 




たよね。                                             (『名大』042) 
  (98)  F011：そら庭広いから、（うん）あそこ、昔から。Ｂ何もゆうてけえへんけど、ど 
ないなってんのやろなあ、ほんまに。いいんかなあ。 
M003：知らん。                                             (『名大』090) 
 








































（％） 小計（％）  
推量 23(5.4) 192(44.8) 128(29.8) 51(11.9) 13(3.0) 22(5.1) 429(100) 
命題 10(2.7) 0 327(89.1) 1(0.3) 29(7.9) 0 367(100) 
知識 70(6.8) 6(0.6) 886(85.9) 4(0.4) 65(6.3) 0 1031(100) 
念押し 3(2.0) 0 137(92.6) 0 8(5.4) 0 148(100) 
不定 212(58.7) 120(33.2) 2(0.6) 10(2.8) 12(3.3) 5(1.4) 361(100) 
弱い 93(45.1) 71(34.5) 11(5.3) 12(5.8) 14(6.8) 5(2.4) 206(100) 
丁寧 0 0 7(100) 0 0 0 7(100) 
 
4.3 まとめ  
  以上、『名大』に収録されている初対面 JP 同士の 5 会話と親しい JP 同士の 80 会話で使
用されている「ダロウ」を分けて集約し、さらにそれぞれ用法別・形態別に分析した。 



























































































 (99)  K:変にカラヤンがインターナショナル化してしまいましたからね。 
    A:もう立ち直らないでしょう。ひとりひとりは名のあるプレーヤーがいるんです 
が……。                        （安達 1997:92） 
  (100)  巻子「お父さんでもつきあいがあるのかな」 
    綱子「そりゃあるでしょ。男は、つきあいしなくなったらおしまいよ。学校の友 
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達だって、まだピンピンしてるだろうしさ」         （同上） 
  (101)   A 「借金の返済、もうしばらく待ってもらえないでしょうか」 






 (102)  F098：ヨーロッパっていうのはもっとしたたかなのよね、ああいうときにね。 
         F132：そう。 
F098：ね。絶対裏の方、次の次を考えてるわけでしょう。それで動くわけでし 
ょう。アメリカはまだ単純なのよ。 
F132：うん。そうね。                                    (『名大』036) 







F004：違う。                                               (『名大』092) 







入れて。                                           (『名大』120) 
  (105)  M036：え、これ成功したことあんの。 



































































の持って歩きましたよ。               (『名大』033) 

















 (109) ずいぶん歩き回ったから、君も疲れた｛＊じゃないか/だろう/＊ね｝ 
                             （＊非文 宮崎(1993:57) 
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 (111)  A1:田中さんですね？ 
     B: 違いますよ。 

















































(112)  「あのね、駅の地下街にね、『テイク』ってブティックがあるでしょ」 






     「うん、ある」                    （三宅(2010a:29) 
(113)  「この間、私、東京に帰ったでしょう？」 
    「はあ」 
    「あのとき、立川に行ってみたんです」              （同上) 
(114)  「何言ってんの、2児の母親がスキーなんて行けっこないでしょ」 
                               （三宅(2010a:30) 
(115)  「そんなのんきなことを言っている場合じゃないだろ」        （同上) 
 
 本研究では、三宅(2010a)に従って、親しい JP同士の会話に使用された 1021例の「知識
確認の要求」の「単純ダロウ」を「潜在共有知識の活性化」と「認識の同一化要求」とに分






 (116) F052：ちょっと色づき始めたねっていうくらいだった、あの、奈良は。でも、 
               奈良はすごい人だった、やっぱり。あのー、正倉院展の博物館あるでし 
ょ。あそこからタクシーに乗ったけど、全然進まない、タクシーが。 









    F066：何か知名度はね、ちょっとねえ。 
    F002：ねえ、だから日本にいたときには見てなかったんです。 (『名大』032) 












































F073：あそこにあるよ。                                     (『名大』077) 

























M033：指示とかいう問題じゃないでしょう。常識。     (『名大』046) 
 (123)  F059：＊＊＊大きいねー、消費税は。（うん）１２万の消費税なのよね。すると 
いくら？ 
F043：１２万？１２０万でしょう。 




























































 第 4 章で分かったように、「念押し確認用法」の「ダロウ」は、初対面 JP 同士の会話で
も、親しい JP同士の会話でもあまり使用されていない。それについての研究も少なく、張








 (124)  F19:どこ、その場所は↑ 
     F20:うん、千葉、千葉の:: 
     F19:千葉でしょう？千葉の木更津のほうにあるのよ. 
 (125)  F23:また、登記料とか取られる. 
     F24:取られるでしょう？ 
     F23:で、県庁にも出さなくちゃいけないなくって、それは議事録は要らなかった 
から、県庁のは、もう全部出したの、私. 
 (126)  F19:でも、それはやっぱりほら、いたずらな気持ちじゃなくて、そうなりゃあい 
いいなあという願い［があるから. 
         F20:                   ［う:すっごく持っている. 
         F19:そうでしょう？ 














                                                     
31 (123)(124)(125)の中で記号は張(2012)から直接引用したものであり、それぞれの意味は以下の通りであ
る。(↑)―音調の極端な上がり (::)―直前の音が延ばされていること  (.)―下降調抑揚 (?)―上昇調




 (127) F026：＜笑い＞すごいねー。 
        F162：すごいでしょ、なんか、県民の森とかさー、（うーん）そういうのあるじゃ 
ん。 （ああ、ああ）ああいうところでテント借りて。     (『名大』120) 
(128) F134：とてもすばらしい話題です。ちょっと賢そうに見えるから。 
F112：ちょっと賢そうでしょ。 
F134：ちょっと賢そう。                                     (『名大』125) 
(129) F004：ごめんね。（うん）確かに私も、人でなしのやることをしてるとは思う。 
M034：＜笑い＞そうでしょ、横暴でしょ。（横暴）おう、横暴でしょ。 
F004：うん。ぼうぼう。                                     (『名大』092) 































































































 (139) F123：＜笑い＞だって、忙しかった、それどころじゃなかった。(ねー)この店、 何
時までだろう。 
    F093：まだ早いよね。                     (『名大』049) 
  (140) F152：なんか入学金は払ったんだよね、その人。（うん）なんか留学生で入学金払 
ったら逃げないよね、きっとって、あたしは思うんですけど、どうなんでし 
ょう。 


















































第 6章 場面別に見た自然会話における 
CNの「ダロウ」の使用状況 





章の 6.1 では、初対面同士の自然会話における CN の「ダロウ」の使用状況、6.2 では親し
い者同士の自然会話における CNの「ダロウ」の使用状況を明らかにしていく。 
 










分程度の 1 対 1 の半構造化インタビューであり、会話の流れも統一されているからである
（詳しくは第 3章参照）。 
なお、本研究は、50名の CN及び 50名の JPの発話に使用されている「ダロウ」のみを対
象とし、対話の相手である調査者の発話に使用されている「ダロウ」は考察の対象としない。 






6.1.1 初対面同士の自然会話における CNと JPの「ダロウ」の使用傾向の比較 
 調査者の発話を取りのぞき、50名の CNと 50名の JPのそれぞれの発話数を数えると、50
名の CN の総発話数は 10134 であり、50 名の JP の総発話数は 10264 であった。つまり、50
名の CN と 50 名の JP の発話数には差がほとんどない。また、50 名の CN の 10134 の発話か








表 42 初対面同士の自然会話における CNと JPとの「ダロウ」の使用頻度の比較 
 総発話数 「ダロウ」の使用数 使用者数(対象者数) 
CN 10134 44 9(50) 
JP32 10264 485 46(50) 
 
 また、CN と JP のそれぞれの 44 例と 485 例の「ダロウ」文を 3.2.2 で提示している分類
基準によって分類し、3.2.3で提示している手順で分類認定した結果を、表 43にまとめた。 
  
表 43 初対面同士の自然会話における CNと JPとの「ダロウ」の各用法の使用傾向の比較 
用法 CN(%) JP(%) 
推量 4(9.1%) 75(18.9%) 
命題確認の要求 2(4.5%) 0 
知識確認の要求 16(36.4%) 7(1.8%) 
念押し確認用法 2(4.5%) 0 
不定推量 9(20.5%) 311(78.5%) 
弱い質問 1(2.3%) 1(0.3%) 
丁寧さの加わった質問 0 2(0.5%) 
特別用法33 10(22.7%) 0 
合計 44(100%) 39634(100%) 
 











34 JPでは、全部で 485例の「ダロウ」は使用されているが、引用表現やぼかし表現と共起する 84例、











6.1.2 初対面同士の自然会話における CNと JPの「ダロウ」の具体的な使用について 
 この節では、用法ごとに CNと JPはそれぞれ具体的に「ダロウ」をどのように使用してい
るのか、どのような相違点があるのかを見ていく。 
 
6.1.2.1 初対面同士の自然会話における CNと JPの「推量」の「ダロウ」使用 
上記の表 43に示したように、初対面同士の自然会話における「推量」の使用頻度を見る





表 44 初対面同士の自然会話における CNと JPの「推量」の「ダロウ」の使用状況 
 単純ダロウ 複合ダロウ 合計 
CN 2 2 4 



























                        (『I-JAS』JJJ54-I) 













        調査者:まあ産地だから 




















 (143)  CCM10:【人名１】さん、お、【人名１】さんは、もう【大学名２】に入学しまし 
                た 
         調査者:【大学名２】 
CCM10:ん？ 
        調査者:【大学名２】ですか？〈はい〉それはどこにありますか？上海の大学で 
すか？ 
CCM10:わかんあ、すいません、ちょっと、【大学名２】じゃないんですか？ 
        調査者:【大学名２】 
     CCM10:そう【大学名２（中国語発音）】 
        調査者:【大学名２（中国語発音）】あーあーあーあわからないです 
     CCM10:中国語です 
        調査者:中国語の、中国の大学 
     CCM10:あーいえいえいえ、日本の大学です〈日本の大学？〉もし私、ま間違っ 
て 
         調査者:どこにある大学ですかね？ 























表 45 初対面同士の自然会話における CNと JPの「推量」の「複合ダロウ」の使用状況 
共起形式 ね けど し が から な 小計 
CN 2 0 0 0 0 0 2 
JP 31 31 3 3 2 1 71 
 
 下の(144)(145)は CNの「推量」の「複合ダロウ」の使用例である。 
 
 (144)  CCM10:もし私が、勉強しなかったら、先生は私を呼んで、パラパラパラパラ（/ 
ベラベラ/ガミガミガミの意味）、私をうーんおこ、先生はいつも私をおこ、 
怒らせます 
        調査者:はいはいはいはい 
CCM10:私はその（連体詞）時、｛ため息｝今思ったらその（連体詞）時は、最低で 
しょ？ 
        調査者:はい 
CCM10:先生に良くないし、家族にもあんまり良くありません 
        調査者:ふーん 
CCM10:んー十三、十四歳の子供は、たいていそう、でしょうね 
 調査者:ふんふんふんふんふん                           （『I-JAS』CCM10-I） 
  (145) 調査者:うーん、日本の女優さんは綺麗ですけどね 
CCM10:うん〈うんうんうん〉、佐々木、佐々木、佐々木希 
        調査者:はいはいはい 
CCM10:大変綺麗ですー 
        調査者:あー本当ですかー 
CCM10:はいはいはい、私が、あ私は、んー佐々木さんのようになったらいいでし 
ょうねー 






  (146)  調査者:その（連体詞）スキルを高めるにもやはり勉強するにはお金がいるのか 
なってちょっと感じてー 
JJJ48:そうですね〈はい〉、そうですね 







ですね                                         (『I-JAS』JJJ48-I) 
  (147) JJJ46:小さい時のお話ですけど 




        調査者:へー 
JJJ46:たぶんお母さん達は大変だったでしょうけどね 
        調査者:きっとねー                                    (『I-JAS』JJJ46-I) 
  (148) 調査者:仮になんですけど〈はい〉、好きなだけもらえるとしたら〈はい〉、お金と 
時間とだったらどっちを選びますか？ 
JJJ48:えー、非常に究極の選択かもしれないですね 
        調査者:そうですね、はい 
JJJ48:そうですねー、時間ーの方（ほう）ですかね 
        調査者:あ、時間ですか〈はい〉、はいどうして時間をーと思いましたか？ 
JJJ48:うーんまあその（連体詞）時間を費やしてー〈うんうん〉、えー自分のス 
キルを高めることもできるでしょうしー        (『I-JAS』JJJ48-I) 
  (149)  調査者:わかりましたーじゃああの今度はですねーあの最近こうー熱中してい 
ることはまっていることというか 
      JJJ37:熱中している 
調査者:その（連体詞）、さっきほどお聞きした葡萄以外でですね 
      JJJ37:葡萄以外 
調査者:はい｛笑｝何か（なにか）あったら教えてください 




っと興味があってー                            (『I-JAS』JJJ37-I) 









      JJJ44:あー〈んー〉そうですねー〈はい〉、もうその（連体詞）時はその（連体 
詞）時のーえーとー、職場も、あるでしょうから 
調査者：あーそうですよね                   (『I-JAS』JJJ44-I) 






調査者:あはい                                         (『I-JAS』JJJ03-I) 
























  (152)  調査者:え上まで上がれないんですか？ 
          CCM10:えーいえ、えっと、ぎり（霧）？〈はい〉ぎり（霧）がうーあんたの知 
らない時に、だ出ます 
調査者:はいはいはいはい 
          CCM10:ですから、ん、行くひ行く人の大部分は、見えません 
調査者:あー行ってもそれが綺麗に見れ見られるか〈うん、うん〉、見られないか 
わからないんですね 
          CCM10:あーはいはいはい 
調査者:へー 
          CCM10:面白いでしょ？ 
調査者:そうですね、えじゃあその（連体詞）山はうーんと一日で行って帰って来 
られますか？ 
          CCM10:一日で、えーうん、はいはいはい                 （『I-JAS』CCM10-I） 






        調査者:そうですかー、じゃもうほんとにずうっと授業だったんですね 
CCM52:はえ（はい）〈｛笑｝〉つまらないでしょ 
        調査者:あそうですか、いやいやそんなことないですよそんなことないですよー、 

















 (154)  調査者:なんか印象に残ってる先生 
      JJJ43:先生？ 
調査者:とのエピソード 




ちっちゃい学校だったんで〈はい〉、(後略)     （『I-JAS』JJJ43-I） 
  (155)  JJJ49:名物ねー、名物って何（なん）だろう〈うん〉、えっとーごめんなさい、 
岐阜ってー〈はい〉基本的に文化が名古屋なのでー 
        調査者:うんうんうんうんうん、じゃ名古屋の名物でも、はい構いませんよ 
JJJ49:名物になっちゃうんですよ 〈ーうん〉、だからーよく言われてるー名古屋で 
いえば味噌ん（に）なっちゃうんですよね 
        調査者:あー、えっとー味噌ー 
JJJ49:だから味噌カツとかですねー 
        調査者:カツーですかね 
JJJ49:はい、〈んー〉味噌を使ってそこで例えば冷ややっこの上に乗っか、けた（乗 
っけた）りですねー 
        調査者:はあ、冷ややっこですか？ 
JJJ49:冷ややっこの上に味噌を乗っけてですね 〈ーはい〉、要するに醤油をかけて 
食べるような感覚ですよね 
        調査者:あ、あそうなんですか 
JJJ49:はい、そういう文化 




ですね                                         （『I-JAS』JJJ49-I） 






















   
(156)  調査者:どうしてスペイン語を第一希望にしてたんですか？ 




魅力的、と、だと思います、けど               （『I-JAS』CCM35-I） 
 (157)  調査者:あそっかそっか、そう栄（地名）からＳＫＥだね、あーそっかそっか、 
の、何て（なんて）人？ 
      CCM15:ファンです 
調査者:あーな理奈ちゃん？ 
      CCM15:珠理奈（人名）ちゃん 
調査者:あ珠理奈（人名）ちゃん、あそれはちょっと分かんない、んその（連体 
詞）女の人がどうしていいんですか、女の子がどうしていいですか？ 







       CCM15:でー、その（連体詞）中に、一つの女の子があんまりあの、いつもかわ 
り可愛いふりをしなくて、でー一生懸命なんか一生懸命仕事をやってい 
る姿を見ると、あ大好きになりました           （『I-JAS』CCM15-I） 





     CCM15:入ったこととは言えないでしょう今やはりインタンとして頑張ってます 
から、契約も、結ばっていないし（結ばれていないし）結ばっていない（結 
ばれていない）ですし、だから、入るかどうか今のところは分からないと 
思います                                      （『I-JAS』CCM15-I） 
  (159)  調査者:だからんですよね今学生さん、で時間があるから、そうじゃなくて時間 
が無くって、お金だけたくさんある場合と、お金が無くって時間がたくさ 
んある場合とどっちがいいですか 
      CCM15:お金のことですね 
調査者:あそうですか、どうしてですか？使えないですよ、時間が無いので 





      CCM15:あそうゆう場合ですか 
調査者:うん 
      CCM15:そんなにお金がもらえない 
調査者:そう、でもたくさん時間ありますよね、例えばフリーターみたいだったら、 
あのじ 
      CCM15:そういう、そういう事は無いでしょう 
調査者:えそう？ 
      CCM15:で、ちょっと仕事して、でいっぱい時間があって、でもお金、でもお金を 
儲かれ儲かれる（儲かる）という場合は無いでしょう 
調査者:無いですね 






















                                                      （『I-JAS』CCM35-I） 















6.1.2.4 初対面同士の自然会話における CNと JPの「念押し確認用法」の「ダロウ」使用 










  (162)  調査者:あーでも二回も遭うってのは珍しいですよね 
      CCM35:珍しいでしょ、〈うーん〉で全然怖かったんです、〈ふーん〉その（連体詞） 
後（あと）                                    （『I-JAS』CCM35-I） 







ドラマとかすごくたくさん見てますよね           （『I-JAS』CCM12-I） 
   
6.1.2.5 初対面同士の自然会話における CNと JPの「不定推量」の「ダロウ」使用 
 上記の表 43から分かるように、初対面同士の自然会話において、JPでは「不定推量」の






 CN と JP のそれぞれの「不定推量」の「ダロウ」の使用例を見ると、下の表 46 に示すよ
うに、両者とも「不定推量」の「複合ダロウ」より「単純ダロウ」を多く使用している。 
 
表 46 初対面同士の自然会話における CNと JPの「不定推量」の「ダロウ」使用状況 
 単純不定推量 複合不定推量 合計 
CN 7 2 9 
JP 197 114 311 
 





  (164) 調査者:あーじゃこう工業地帯 
     CCM08:はい、工業地帯 
調査者:あー 
     CCM08:ようす揚子江の 
調査者:はいはいはい 
     CCM08:ちが揚子江のあの南、南、何（なん）でしょう、南にーいまあります 
調査者:へー揚子江の南 
     CCM08:うん                     （『I-JAS』CCM08-I） 
  (165)  CCM51:でも小籠包は、そのあんまり甘くない感じ 
    調査者:へーちょっとしょっぱい 
CCM51:そうですね 




    調査者:あーそうですか                                 （『I-JAS』CCM51-I） 
 
  下の(166)(167)は JPの「不定推量」の「ダロウ」の使用例である。 
 
  (166)  調査者:なんかこれまで見たーその映画とかドラマとか本でもいいんですけど、 
印象に残ってるものって、ありますか 
     JJJ01:そうですねー、なんだろ、んー、まあの映画だ、と〈うん〉、ちょっと古 
いですけど〈ええ〉、なんか『マトリックス』｛笑｝ （『I-JAS』JJJ01-I） 
  (167)  調査者:あーそうなんですね〈はい〉、ほか（ほか）にあります？兼六園以外に 
     JJJ45:っと、何（なん）でしょうね、うーんと能登半島のほうに〈うん〉あの輪 
島っていうのがあるんですけど〈うんうんうん〉、まそこら辺にそのまあ 
離れ小島があるんですけどそこに橋がかかってそこの橋とかそこら辺は 
有名で                                        （『I-JAS』JJJ01-I） 
 







表 47 初対面同士の自然会話における JPの「不定推量」の「複合ダロウ」の共起形式 
共起形式 ね な 合計 
使用数 87 27 114 
 
 下の(168)は JPの「な」と共起する「不定推量」の「ダロウ」の使用例である。 
 
 (168)  調査者:一瞬思いましたけど、あーそうなんですね何（なん）か有名な〈はい〉そ 
の、まあ、ちょっとした観光地のような？物とか〈うん〉食べ物で、有名 
なものっていうの、ありますか？ 
     JJJ30: 食べ物ですと、何（なん）だろうな、前までは、松姫最中（もなか）とか 








6.1.2.6 初対面同士の自然会話における CNと JPの「弱い質問」の「ダロウ」使用 







 (169)  調査者:あーそうですか〈うん〉でも都会だとーなんか人が忙しくないですか？ 
なんかいっぱいはみんな忙しそうにしていて 
      CCM04:そうそうですね 
調査者:あとちょっとうるさい音もうるさかったりしませんか？大丈夫ですか？ 
ここ住めますか？ 







      CCM04:えっとそうかもしれません                      （『I-JAS』CCM04-I） 
 (170)  JJJ57:はい、まだそんなにたくさんの、お金を、持つには、まだ未熟、なのでは 
ないかと、思います 
    調査者:分かりました 
JJJ57:この（連体詞）年になっても｛笑｝ 
    調査者:いえいえそんなそんな、まだまだ、えー分かりました〈はい〉、じゃそゆ 
（そういう）こ（こう）訳で、あの時間を 
JJJ57:あ、そうですね 
    調査者:ということですね〈はい〉、へえ 
JJJ57:え、皆さまどうなんでしょう？ 
    調査者:色々ですねー 
JJJ57:割と、どちらが、多いんでしょうかね？ 
    調査者:そうですね、まあ、ほんとに半々ぐらいだと思いますね 






6.1.2.7 初対面同士の自然会話における CNと JPの「丁寧さの加わった質問」の「ダロウ」
使用 
  表 43から分かるように、初対面同士の自然会話において、CNでは「丁寧さの加わった質




 (171)  JJJ57:はい、まだそんなにたくさんの、お金を、持つには、まだ未熟、なのでは 
ないかと、思います 
    調査者:分かりました 
JJJ57:この（連体詞）年になっても｛笑｝ 
    調査者:いえいえそんなそんな、まだまだ、えー分かりました〈はい〉、じゃそゆ 
（そういう）こ（こう）訳で、あの時間を 
JJJ57:あ、そうですね 
    調査者:ということですね〈はい〉、へえ 






    調査者:色々ですねー 
JJJ57:割と、どちらが、多いんでしょうかね？ 
    調査者:そうですね、まあ、ほんとに半々ぐらいだと思いますね 
                              （『I-JAS』JJJ57-I） 
  (172) 調査者:へーもう読むのはほとんど研究書ですか？ 




んで                                          （『I-JAS』JJJ05-I） 
 
6.1.2.8 初対面同士の自然会話における CNの「特別用法」の「ダロウ」使用 
 表 43 から分かるように、初対面の調査者に対して、CN は JP には見られない下の
(173)(174)ような「特別用法」の「ダロウ」を使用している。 
 
 (173)  調査者:じゃあいいですね、〈はい〉はい、えーっとＣＭさんは小さい頃は、どん 
な子供でしたか？ 
      CCM10:どんな子供って、んーそうですね、明るい子供だろ？ 
         調査者:あく明るい子供 
CCM10:んはい                    （『I-JAS』CCM10-I） 
  (174)  調査者:そうですか、うんと長春市とか吉林省で、じゃあ、有名な食べ物 
         CCM10:有名な食べ物？ 
調査者:は何（なん）ですか？ 
         CCM10:んーそれ（連体詞）は日本語で、んー〈難しい？〉話せません 
調査者:あーどんな食べ物ですか？麺ですか？ご飯ですか？お肉ですか？ 
         CCM10:う、体に良い物 
調査者:体に良い物、野菜ですか？ 
         CCM10:ういえ、野菜、じゃないでしょ？ 
調査者:うーん〈え〉薬ですか？ 
         CCM10:えうんうんうんうん、そうです、そうです          （『I-JAS』CCM10-I） 
 


































 (175)   彼は たぶん来ない  でしょう。              (筆者作例) 
 （175’） ほか    或许不会来     吧。                                
 (176)   君も    行く  でしょ？                  (筆者作例) 












(177)  (心の中で「家を出るとき、鍵を締めてきただろうか」という疑念に対して) 









(178)  没锁门             吧 













 (179)  大家    坐下       吧。 









  以上、場面、内容、時間が統一されている初対面同士の自然会話における CNと JPの「ダ
ロウ」の使用状況を比較しながら見てきた。その結果、CNと JPの発話数はだいたい同じで
















6.2  親しい者同士の自然会話における CNの「ダロウ」の使用状況 
 6.1 では、初対面の人に対する CN の「ダロウ」の使用状況を明らかにした上で、さらに
基準とする JPの使用状況と比較して分析し、どのような問題点があるのかを分析した。本
節では、親しい者同士の自然会話において、CN がどのように「ダロウ」を使用しているの
か、どのような問題点があるのかを検討していく。本節で使用する CN の会話データは第 3
章で紹介した、2017 年 3 月に中国で収集した同性 CN 友人同士の 2 者間の日本語による 10
会話である。対象者とする 20 名(男性 10 名、女性 10 名)の CN はいずれも中国の華北地区
の大学で日本語を専門とする日本留学経験のない N1レベルの学生である。会話は「10年後
の自分」についての 15分程度のものである。また、CNの「ダロウ」の使用上の特徴をより
はっきり捉えるために、2017 年 1 月～2 月の間に同性 JP 友人同士の 2 者間の 10 会話を収
集した。対象者とする 20 名(男性 10 名、女性 10 名)の JP は日本の北陸地区の大学在学中
の学生である。JP友人同士の会話は CN友人同士の会話と同じく、「10年後の自分」につい
ての 15分程度のものである。 







 6.2.1 親しい者同士の自然会話における CNと JPの「ダロウ」の使用状況 
 CN 友人同士の 10 会話を見ると、次の表 48 に示すように 10 会話の総発話数は 807 であ
り、20名のうち、12名の CNは全部で 27例の「ダロウ」を使用している。総発話数に占め
る「ダロウ」の使用頻度は 3.3%である。一方、JP 友人同士の 10 会話を見ると、次の表 48
に示すように 10会話の総発話数は 2281であり、20名の JPは全員「ダロウ」を使用してお
り、全部で 202例の「ダロウ」を使用している。総発話数に占める「ダロウ」の使用頻度は
8.9％であるつまり、話題、時間などが同じ条件に統一された友人同士の会話における「ダ
ロウ」の使用者数について見ると、JP は全員「ダロウ」を使用しているが、CN は 40%がま
ったく「ダロウ」を使用していないことが分かる。総発話数に占める「ダロウ」の使用頻度
は、JPが CNの 2.6倍である。つまり、全体的に JPと比べると、CNの「ダロウ」の使用頻
度が低いことが分かる。 
 
表 48 親しい者同士の自然会話における CNと JPとの「ダロウ」の使用頻度の比較 
 総発話数 「ダロウ」の使用数（%） 使用者数(対象者数) 
CN 807 27(3.3%) 12(20) 
JP36 2281 202(8.9%) 20(20) 
 
次に、CN と JP のそれぞれの 27 例と 202 例の「ダロウ」文を 3.2.2 で提示している分類
基準によって分類し、3.2.3で提示している手順で、分類認定した結果を表 49にまとめた。 
 
表 49 親しい者同士の自然会話における CNと JPの「ダロウ」の各用法の使用傾向の比較 
用法 CN(%) JP(%) 
推量 11(42.3%) 36(19.3%) 
命題確認の要求 3(11.5%) 18(9.6%) 
知識確認の要求 9(34.6%) 72(38.5%) 
念押し確認用法 1(3.8%) 10(5.3%) 
不定推量 1(3.8%) 45(24.1%) 
弱い質問 1(3.8%) 6(3.2%) 
丁寧さの加わった質問 0 0 
合計 2637(100%) 18738(100%) 
  
                                                     
36 一発話に複数回「ダロウ」が使われることもある。 
37 CNでは全部で 27例の「ダロウ」が使用されているが、引用節に使用されている 1例を除外し、残りの
26例を分類の対象とした。 
38 JPでは全部で 202例の「ダロウ」が使用されているが、引用表現やぼかし表現と共起する 14例、「あ
れ」と共起する 1例を除外し、残りの 187例を分類の対象とした。 
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 (182)  CNM03:はい、どんな仕事をやりたいんですか＜ええと＞先生とか 
         CNM04:先生？たぶん、十年後は、今は、ええと、通訳になりたい＜通訳者＞通訳 
者＜はい＞そして、たぶん十年後は自分、自分なりの力で、ええと、有名 
みたいな通訳者、になると、それはいいだろう、それはいいんです 














































  (187)  JPM05:そうね、子供とかもね、二十九歳やったら、おるかもしれんね 
         JPM06:うーん、おるやろう、だって、親、二十四、三ぐらいに姉ちゃん産んど 
るから 
JPM05:俺もたぶん一緒ぐらい時に、同じ年 
  (188)  JPF02:転職して？ 
         JPF01:うん、先生かもしれないし＜うん＞転職するなら先生がいいな、いや、ま 
あ、決められないけど、たぶんめっちゃ大変やろうね、三十超えて 










 (190)  JPM03:不思議な夢だな 




  (191)  JPM03:まあ、まあ、土日とか、空いた時間とかで、まあ、別にそんな＜あー＞基 
本父親が、メインで仕事をするだろうから 
         JPM04:あー、そういうこと？あっ、そういうこと？ 
         JPM03:僕はフォローみたいな感じ＜うん＞代々そうなんだって、じいちゃんが 
メインでやってる時は＜あーん＞父親が先生やりながら、フォローして 
  (192)  JPF08:ぐるっとね＜うん＞そこら辺＜うーん＞で、まあ＜うん＞んー、そうだ 
ね、だから、【地名】？でも、暑いよね、【地名】とか【地名】で 
         JPF07:まあ、暑いって暑いね、晴れが多いやろうし 
 
6.2.2.2 親しい者同士の自然会話における CNと JPの「命題確認の要求」の「ダロウ」 
使用 
 上記の表 49から分かるように、CNでは「命題確認の要求」の「ダロウ」は 3例しか使用
されていないが、いずれも自然な発話である。下の(193)は CNの使用例である。 
 


















(194)  JPF04:え、でも、 また来年行くつもりなんでしょう？海外 
       JPF03:いや、来年はわからない 
(195)  JPM02:あー、どうしよう、公務員なろうかな 
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       JPM01:え、民間も考えてるでしょう？ 
       JPM02:えー、考えてないよ 
 
 
6.2.2.3 親しい者同士の自然会話における CN と JP の「知識確認の要求」の「ダロウ」 
使用 
  上記の表 49から分かるように、CNでは「知識確認の要求」の「ダロウ」が「推量」の
「ダロウ」の次に多く使用されている。下の(196)(197)は CNの使用例である。 
 
(196)  CNF09:その時は、んー、両親のそばに、い、い、い、い、いるはず＜いて、あ＞ 
私もそのー、だから私は、んー、まず天津で就職して、んー、これから、 
んー、自分の、んー、故郷へかえ、かえ、帰る＜帰る＞帰るつもりだ 













自然である。CN に使用されている 9 例の「知識確認の要求」の「ダロウ」は、ほとんど自
然であるが、下の(198)のような違和感を覚える１例がある。 
 















 (199)  JPM01:そう、なんか、一番嫌じゃない？レースって言うさ＜うん＞トップ層じ 
ゃなくて、後ろのほう 
         JPM02:まね、まね、えっ？でも、だって、ベネッセでしょ？また、出願した時に 
また違うじゃない？ 
JPM01:ままままま、確かに＜なんか＞四倍やばいよね、俺ら一点六倍じゃなんか 








6.2.2.4 親しい者同士の自然会話における CNと JPの「念押し確認用法」の「ダロウ」 
使用 
 前述した表 49から分かるように、CNでは「念押し確認用法」の「ダロウ」は 1例しか使
用されていない。下の(201)はその使用例である。 
 
  (201)  CNM05:いいえ、そ、それはない＜うん、それはありません＞あのー、でも、んー、 
【人名】さんのお兄さんはもう結婚しました、私は【人名】さんを、んー、 
あのー、んー、俺と一緒に日本で留学し、したらどう？とき、聞いたら 
         CNM06:彼賛成していますか 
















 (202)  JPM04:金沢は狭いと思わない？ 
JPM03:いや、んー、どうなんだろう、道？＜あーん＞道は、名古屋と比べたら＜ 
あーん＞んー、道そのものは、まあ確かに狭いね 
         JPM04:あーん、でしょ 
JPM03:うん、でも、 名古屋は、人、なんか、ゴミみたいにいっぱいいるから、 
本当にいっぱいいる 










6.2.2.5 親しい者同士の自然会話における CNと JPの「不定推量」の「ダロウ」使用 
 上記の表 49から分かるように、JPでは「不定推量」の「ダロウ」が比較的多く使用され
ているが、CNでは 1例しか使用されていない。下の(204)は CNの使用例である。 
 












































6.2.2.6 親しい者同士の自然会話における CNと JPの「弱い質問」の「ダロウ」使用 
 上記の表 49から分かるように、CNでは「弱い質問」の「ダロウ」は 1例しか使用されて
いない。下の(209)はその使用例である。 
 















 (210)  JPM03:秋田都心部って、どんな感じなんだろう 
         JPM04:都心部＜うん＞とし、どんな感じつってもね、なんか、道は広いから通り 
やすいと思うけど 




  以上、話題や時間が統一されている親しい者同士の自然会話を利用し、JP の「ダロウ」
の使用状況と比較しながら、CN の「ダロウ」の使用状況及びその問題点を見てきた。その







































第 7章 CNによる「ダロウ」の用法に対する理解 
について 










 7.1 CNに対するアンケートの結果 





 (212)  一緒に飲みに行こうか。(CNM02) 
  (213)  みんな一生懸命にやろうぞ。(CNM04) 
  (214)  図書館へいかろう。(CNM04) 
 








 (215)  あんな光景を見たら、心を痛まない人なんていないだろう。(CNM07) 
  (215')あんな光景を見たら、心を痛めない人なんていないだろう。 
  (216)  試験を受ける時、きっと緊張でしょう。(CNF04) 
 (216') 試験を受ける時、きっと緊張するでしょう。 




表 50 CNに作ってもらった「ダロウ」文の用法分類 
用法 推量 命題 知識 念押し 不定 弱い 丁寧 合計 
文数 46 15 16 5 7 4 8 101 
人数 17 9 9 5 5 4 6 (20) 









(217)  今度またいらっしゃったら、きっと新しいお店を目にすることでしょう。(CNF02) 
(218)  今回、成績が一番いいのは小林さんだろう。(CNF09) 
(219)  だろうね。（CNM03） 
(220)  この曇り空を見て、午後は雨を降るだろうと思う。（CNM07） 
 




(221)  あなたも実はそう思ってるだろう。（CNM07） 
(222)  あなたずっと NO１だった。本回が失敗して失望だろう？（CNM10） 
(223)  君は男だろう↑（CNM01） 
(224)  いっただろう、あいつがバカって。（CNM08） 
 




 (225)  ―このカード便利ですね。―でしょう（CNM08） 
  (226)  そうでしょう？（CNF06） 
  (227)  嬉しいはずなのに、何でだろう、泣きそうです。（CNM07） 








  (229)  これは何だろう。（CNF07） 
  (230) どうだろう。（CNF08） 
 (231)  スケジュールについて詳しく説明していただけないでしょうか。（CNF02） 
  (232)  日本語の学生でしょうか。（CNM06） 
 











  CN が「ダロウ」をどのように習得しているのか、その用法をどのように捉えているのか





































































   

























































    調査者:平常你自己也会这么说吗？ 
     【普段自分でもそういうふうに使いますか】 
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     CNF06:嗯，可能也会 













































































































































































































































り、一般的には大学の 1年次から 4年次まで設置され、基礎段階（1年次と 2年次）で週 8
～10コマ（1コマ 45分）、高学年段階（3年次、4年次）で週 4～6コマ開設されている（堀

















 『新編日語』は全部で 4冊あるが、第 1冊と第 2冊は 20課からなり、第 3冊と第 4冊は

















表 52 『新編日語』における「ダロウ」の扱い 
用法 導入数 初出課 説明の有無 
推量 41 第 1冊・十六課 〇 
丁寧さの加わった質問 45 第 1冊・十六課 〇 
命題確認の要求 45 第 1冊・十六課 〇 
引用表現と共起する「ダロウ」 5 第 1冊・十七課 ✖ 
知識確認の要求 25 第 1冊・十八課 ✖ 
不定推量 6 第 2冊・三課 ✖ 
弱い質問 8 第 2冊・十課 ✖ 
合計 175   

















（235）  李:もうすぐクリスマスですからね。日本では，クリスマスにお互いにプレゼン 
トをするでしょう。 
吉田:はい。日本では，クリスマスに親しい人どうし，あるいは家族の間でプレ 












 (236)  ―山田さんはどこにいますか。 
      ―二階にいるでしょう↓。            (『新編日語 1』16課:290) 
 













  (238)  あしたはたぶん雨が降るでしょう。       (『新編日語 1』16課:290) 
  (239)  日本語の専攻ですから、卒業してきっと通訳か翻訳者になりたいのでしょう。 














  (240)  李:先生は朝が早かったので、さぞお疲れでしょう。 
    田中:いいえ、それほど疲れていません。 
      李:途中いかがでしたか。 
    田中:ええ、好天に恵まれて、とても快適でした。 
     李:そうですか。それは何よりでした。ところで、先生は、上海は初めてでいらっ 
しゃいますか。 
       田中:いいえ、二十年ほど前に、一度上海に来たことがありますが、そのときはたし 
か今の空港じゃなかったように思います。前のは小さい感じでしたが。 
         李:おっしゃる通りです。前のはたぶん虹橋空港でしょう。この浦東国際空港は十 























 (241)  李:先生、この広告の文章。難しいですね。「ビジュアル・コミュニケーションを 
広げる」「システムソリューション」「アプリケーション・プロセッサー」…… 
意味がわかるようなわからないような。 
    北村:そうねえ。車もそうだけれど、コンピューターとか ITに関する用語は、英語 
のまま使われる場合がほとんどだから、ある程度は仕方がないけれどね。 
李：興味のある人とか詳しい人がわかればいいということでしょうね。 
                                                 (『新編日語 3』16課:355) 
  (242)  妻：あなたがおもちゃを捨てれば、わたしも洋服を捨てるわ。 
夫：でも、あまり捨てると、市役所がゴミ処理に困るだろうな。 
妻：そうね。じゃ、捨てないことにしましょう。 
                                                 (『新編日語 4』8課:182) 












 表 51から、「推量」の「ダロウ」と同じく第 1冊の 16課で導入されている。下の（243）
（244）は 16課の「会話」に使用されている「丁寧さの加わった質問」の「ダロウ」である。 
 
 (243)  李：クリスマスのプレゼントはどんものが多いでしょうか。 
吉田：たぶん身につけるものや文房具などクリスマス向きのものが多いでしょう。 
(『新編日語 1』16課:279) 














より婉曲的である。】                 (『新編日語 1』16課:289) 
  


















 (245)  吉田：李さんの誕生日に、友達は李さんに何かくれましたか。 
李：はい、記念切手をくれました。これが友達からもらった記念切手です。な 
かなかいいでしょう。 


























 (246)  李:魯さん、あさって、文化劇場で特別公演があるのを知っていますか。 
魯:ああ、元旦を祝う特別公演ですね。今朝、王さんから聞きました。出し物は 
面白いでしょうか。 




















                                                      (『新編日語 1』18課:332) 
 
表 54 『新編日語』における「常体」と「敬体」の導入 
  常体 敬体 
現在 肯定 やる やります 
否定 やらない やりません 
過去 肯定 やった やりました 
否定 やらなかった やりませんでした 
持続体現在形 肯定 やっている やっています 
否定 やっていない やっていません 
持続体過去形 肯定 やっていた やっていました 
否定 やっていなかった やっていませんでした 
現在推量 肯定 やるだろう やるでしょう 
否定 やらないだろう やらないでしょう 
過去推量 肯定 やっただろう やったでしょう 
否定 やらなかっただろう やらなかったでしょう 
勧誘と意志 肯定 やろう やりましょう 





































  (248)  ひろ子:わたしは、人の前に立つと、どきどきしてきて、話そうと思うことが、 
うまく話せないので、それが心配なんです。 
おじさん:でも、相手は、毎日いっしょに勉強している友だちや先生だろう。心配し 
なくてもいいとおもうけどな。             (『新編日語 3』8課:171) 
  (249)   横山:まっ。失礼ね。李さん、ときどき失礼なことをするわよ！たとえば、この 
間、営業一課で飲みに行ったとき、先に帰っちゃったでしょ。あの後、み 
んなしらけちゃったのよ。 
李:だって、僕、お酒、嫌いなんだ。           (『新編日語 4』7課:157) 
 











 (250)  吉田:ほんとうにいやですね。わたしは薄着をしているせいでしょうか。少し寒 
気がしますね。 
王:そうですか。そういえば、吉田さんは元気がありませんね。顔色も悪いよう 







 (251)  記者:彼らに値切られてアタマへきたとか…… 
    五十嵐:そうなんですよ。（中略）こんなにわたしを信用してくれる人間がこの世の 
中にいたのか。それをだましていいものだろうか。信用してくれた人間を手 
玉に取るようなまねはもう一切やめようと思った。（後略） 



















毛:そうですか。それは喜ぶかもしれません。       (『新編日語 2』10課:203) 
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  また、『新編日語』では下の（253）のような「弱い質問複合ダロウ」も導入されている。 
 
 (253)  田中:そうですね。以前は勉強に疲れた時、気分転換のために漫画を眺めたもの 
だけど、最近のように、教科書や参考書そのものが漫画化している場合は、 
骨休めには、どうするんでしょうね。 
        佐藤:その漫画参考書のことだけど、楽しみながらおぼえられるというけれど、活 
























年齢が 30 代～50 代、日本語教授歴が 3 年～23 年、1 名のみ日本留学経験がない。また、8
名の中国人日本語教師は出身校がばらばらであるが、いずれも『新編日語』を習ったり、教
えたりした経験がある。 






















表 56 中国人日本語教師が教えた「ダロウ」の用法 
教師 発話例 

























































































































































































 （254）彼は  図書館にいる でしょう。                      （筆者作例） 
 （254’）ほか       在图书馆       吧。               （筆者作例） 
  （255）これで いい       でしょう？                              （筆者作例） 











































































 中国人日本語教師の、CN の「ダロウ」の習得状況に関する発話を次の表 59 にまとめた。 
 

































































































































































































































































































ため、初対面 JP同士の会話でも、親しい JP同士の会話でもつなぎの表現として比較 
的多く使用されている。 
6)「弱い質問」の「ダロウ」の表現機能は「間接的な思考参与要求」である。このような 
表現機能を持つため、初対面 JP同士の会話ではあまり使用されておらず、親しい JP同 
士の会話で比較的多く使用されている。 
 





ように統一されている初対面同士の会話での CNと JPの「ダロウ」を比較した。 
その結果、まず、使用頻度から見ると、CNと JPの発話数がほぼ同じである。しかし、50
名の JPの中で、46名が 485例の「ダロウ」を使用している。一方、50名の CNの中で、9名
のみ 44 例の「ダロウ」を使用していおり、JP より CN はあまり「ダロウ」を使用ていない
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中国国内の大学で日本語を専門とする日本留学経験ないの N1 レベルの CN 友人同士による
10 会話と日本の大学に在学している JP 友人同士による 10 会話も利用した。なお、利用し
た CN 友人同士による 10 会話と JP 友人同士による 10 会話は話題、時間などを同じ条件に
統一したものである。 
友人同士による会話での CNと JPとの「ダロウ」の使用状況を比較した結果、20名の JP
全員が全部で 202 例の「ダロウ」文を使用しており、20 名の CN の中で、12 名が全部で 27
例の「ダロウ」文を使用している。つまり、「ダロウ」の使用者数や使用例数から見ると、




































































































                （中国語話者・上級）（フォード丹羽(2005:119) 
 
  (257) 教師:○〇さん、××さん遅いね。どうしたのかな。さっきまで同じ授業だったん 
じゃない？ 
〇〇:××さんはもうすぐ来るでしょう(↑)。  












                   （『みんなの日本語 初級Ⅱ本冊』:57） 
 
 (259) Here is tomorrow's weather forecast(天気予報).Play the role of a 
meteorologis and tell the weather forecast each city. 
Examples:Tokyo/snow 
        → 東京はあした雪でしょう。 
















































 (260) 教師:田中君はどこにいるか知らない？ 
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     学生:??図書館でしょう。                （庵（2009）:58） 
  
表 61 庵（2009:66）による「ダロウ」の導入順 
 初級 中級 上級 
と思います 〇   
でしょうか 〇   
だろうと思います ✖ 〇  
でしょう(確認) ✖ 〇  
だろう(推量) ✖ 〇  
でしょうね ✖ 〇  





























   上司:さっきこの辺に封筒があったと思うんだけど。 
   部下:a *大きい封筒でしょう？吉田さんが持って行きましたけど。 
      b  大きい封筒ですよね。吉田さんが持って行きましたけど。 
           c  大きい封筒じゃありませんか？吉田さんが持って行きましたけど。 














































                                （三宅 2010a:27） 
 
(264) 特にご相談のケースは、もしお子さんに同じ症状が出ても、まず 100%良くなりま 
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